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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動無線端末装置と基地局装置とが無線通信し、前記移動無線端末装置をネットワーク
に接続する移動通信システムにおいて、
　前記移動無線端末装置は、
　識別情報送信装置から無線送信されるユーザに固有に付与された加入者ＩＤを受信する
受信手段と、
　前記基地局装置と通信する通信手段と、
　該通信手段を制御し、前記受信手段が受信した加入者ＩＤを、前記基地局装置を通じて
前記ネットワークに送信し、当該移動通信システムを利用する認証を要求する要求手段と
　を備え、
　前記識別情報送信装置は、
　前記移動無線端末装置が移動通信システムのネットワークを利用するためにユーザに固
有に付与された加入者ＩＤを記憶するメモリを接続するための複数のインターフェースと
、
　該複数のインターフェースにそれぞれ対応し、ユーザから要求を受け付ける複数の入力
手段と、
　前記入力手段により要求が受け付けられた場合に、該要求を受け付けた入力手段に対応
するインターフェースを通じて前記メモリから前記加入者ＩＤを読み出す読出手段と、
　該読出手段により読み出された前記加入者ＩＤを、前記移動無線端末装置に無線送信す
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る送信手段と
　を具備し、
　前記ネットワークは、
　前記基地局装置が前記移動無線端末装置から受信した加入者ＩＤに基づいて、前記移動
無線端末装置に対して当該移動通信システムの利用を許可するかどうかを判定する認証手
段と、
　該認証手段の判定結果に応じて、前記基地局装置を通じて前記移動無線端末装置に当該
移動通信システムを利用する許可を与える通知手段と
　を有するホームメモリ局を備える
　ことを特徴とする移動通信システム。
【請求項２】
　前記受信手段は、前記識別情報送信装置から加入者ＩＤとともに、前記識別情報送信装
置が無線送信に伴って生成した選択シーケンス番号を受信し、
　前記要求手段は、前記通信手段を制御し、前記受信手段により受信された加入者ＩＤお
よび選択シーケンス番号を、前記基地局装置を通じて前記ネットワークに送信することに
より、当該移動通信システムを利用する認証を要求し、
　前記ホームメモリ局は、さらに、
　前記基地局装置が前記移動無線端末装置から受信した加入者ＩＤおよび選択シーケンス
番号を記憶する記憶手段
　を備え、
　前記認証手段は、前記記憶手段に記憶された加入者ＩＤおよび選択シーケンス番号と、
前記基地局装置が前記移動無線端末装置から新たに受信した加入者ＩＤおよび選択シーケ
ンス番号とに基づき、前記記憶手段に記憶された選択シーケンス番号が、新たに受信した
選択シーケンス番号よりも古いものと判定される場合に、前記移動無線端末装置に対して
当該移動通信システムの利用を許可する
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動通信システム。
【請求項３】
　前記識別情報送信装置により生成される選択シーケンス番号の値は、生成の度に単調増
加し、
　前記認証手段は、前記記憶手段に記憶された加入者ＩＤおよび選択シーケンス番号と、
前記基地局装置が前記移動無線端末装置から新たに受信した加入者ＩＤおよび選択シーケ
ンス番号とに基づき、前記記憶手段が記憶する選択シーケンス番号の値が、新たに受信し
た選択シーケンス番号の値よりも小さいと判定される場合に、前記移動無線端末装置に対
して当該移動通信システムの利用を許可することを特徴とする請求項２に記載の移動通信
システム。
【請求項４】
　前記要求手段は、前記受信手段により加入者ＩＤが受信されたことをきっかけにして、
前記通信手段を制御し、前記基地局装置を通じて、前記受信手段により受信された加入者
ＩＤを前記ホームメモリ局に送信することにより、当該移動通信システムを利用する認証
を要求することを特徴とする請求項１に記載の移動通信システム。
【請求項５】
　前記識別情報送信装置は、
　前記入力手段により要求が受け付けられる毎に、異なる選択シーケンス番号を生成する
生成手段
　を備え、
　前記読出手段は、前記入力手段により要求が受け付けられた場合に、前記インターフェ
ースを通じて前記メモリから前記加入者ＩＤを読み出し、
　前記送信手段は、前記読出手段により読み出された前記加入者ＩＤと、前記生成手段に
より生成された選択シーケンス番号とを、前記移動無線端末装置に無線送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の移動通信システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、加入者識別情報を記憶する例えばＳＩＭ（Subscriber Identity Module）
カードを用いて、認証を行う移動通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、近時、第３世代のＷ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple Ac
cess）方式やＧＳＭ方式の携帯電話システムにおいては、加入者識別情報が記録されたＳ
ＩＭカードが加入者に発行される（例えば、特許文献１参照）。そして、利用に際して、
このＳＩＭカードを携帯電話機のインターフェースに挿入すると、携帯電話機はＳＩＭカ
ードから加入者識別情報を読み出し、この情報を位置登録を行うための制御時に、移動通
信網に送信する。
【０００３】
　これに対して移動通信網では、受信した加入者識別情報に基づいて加入者認証を行い、
正当な加入者と判断した場合に、上記携帯電話機の位置登録を行う。その他、携帯電話機
は、発信や着信時においても、移動通信網に対して上記加入者識別情報を送信する。
【０００４】
　このような加入者識別情報を記憶する記憶モジュールを利用することで、複数の加入者
契約を行わなくても複数の携帯電話機を使い分けたり、１つの携帯電話機を複数の加入者
で共用することが可能となる。また新たに購入した携帯電話機であっても、記憶モジュー
ルを挿入するだけで利用が可能となる。
【０００５】
　しかしながら、ＳＩＭカードのような記憶モジュールの利用には、次のような欠点があ
る。すなわち、加入者が、例えばデータ通信用のパーソナルコンピュータ、小型メール端
末等の複数の無線端末を使い分ける場合、利用する端末に応じてＳＩＭカードを差し替え
る必要があり、この作業がユーザにとって非常に面倒である。また、ＳＩＭカードは小型
であるため、ユーザはどの無線端末に差し込まれているか分からなくなる虞があることや
、着脱の頻繁の繰り返しによりＳＩＭカードや無線端末のインターフェースの物理的接点
に不具合をきたす虞があるという問題がある。
【特許文献１】特開２００３－１８８９６９公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来は、複数の無線端末を使い分ける場合、ＳＩＭカードを差し替える必要があり、こ
の作業がユーザにとって非常に面倒である。また、ＳＩＭカードは小型であるため、ユー
ザはどの無線端末に差し込まれているか分からなくなる虞があることや、着脱の頻繁の繰
り返しによりＳＩＭカードや無線端末のインターフェースの物理的接点に不具合をきたす
虞があるという問題がある。
【０００７】
　この発明は上記の問題を解決すべくなされたもので、無線端末へのＳＩＭカードの着脱
が不要で、ＳＩＭカードや無線端末の接点摩耗の心配が無く、利便性の高い移動通信シス
テムおよび識別情報送信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、この発明は、
　移動無線端末装置と基地局装置とが無線通信し、前記移動無線端末装置をネットワーク
に接続する移動通信システムにおいて、
　前記移動無線端末装置は、
　識別情報送信装置から無線送信されるユーザに固有に付与された加入者ＩＤを受信する
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受信手段と、
　前記基地局装置と通信する通信手段と、
　該通信手段を制御し、前記受信手段が受信した加入者ＩＤを、前記基地局装置を通じて
前記ネットワークに送信し、当該移動通信システムを利用する認証を要求する要求手段と
　を備え、
　前記識別情報送信装置は、
　前記移動無線端末装置が移動通信システムのネットワークを利用するためにユーザに固
有に付与された加入者ＩＤを記憶するメモリを接続するための複数のインターフェースと
、
　該複数のインターフェースにそれぞれ対応し、ユーザから要求を受け付ける複数の入力
手段と、
　前記入力手段により要求が受け付けられた場合に、該要求を受け付けた入力手段に対応
するインターフェースを通じて前記メモリから前記加入者ＩＤを読み出す読出手段と、
　該読出手段により読み出された前記加入者ＩＤを、前記移動無線端末装置に無線送信す
る送信手段と
　を具備し、
　前記ネットワークは、
　前記基地局装置が前記移動無線端末装置から受信した加入者ＩＤに基づいて、前記移動
無線端末装置に対して当該移動通信システムの利用を許可するかどうかを判定する認証手
段と、
　該認証手段の判定結果に応じて、前記基地局装置を通じて前記移動無線端末装置に当該
移動通信システムを利用する許可を与える通知手段と
　を有するホームメモリ局を具備して構成するようにした。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、無線端末へのＳＩＭカードの着脱が不要で、ＳＩＭカードや無線端
末の接点摩耗の心配が無く、利便性の高い移動通信システムおよび識別情報送信装置を提
供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、この発明の一実施形態について説明する。　
　図１は、この発明の一実施形態に係わる移動通信システムの構成を示すものである。こ
の移動通信システムは、無線アクセスネットワークＲＡＮ（Radio Access Network）とコ
アネットワークＣＮ（Core Network）とからなる。赤外線リモコンＲＣは、移動無線端末
装置と赤外線通信を行うものである。
【００１２】
　無線アクセスネットワークＲＡＮは、加入者が携帯する移動無線端末装置（以下、移動
端末と称する）ＭＳ（Mobile Station）と、これらとの間に無線リンクを形成する複数の
無線基地局ＢＴＳ（Base Transceiver Station）と、この複数の無線基地局ＢＴＳを制御
するとともに、コアネットワークＣＮとのインターフェースの役割を担う基地局制御装置
ＲＮＣ（Radio Network Controller）とを備える。
【００１３】
　コアネットワークＣＮは、移動端末ＭＳの位置情報の管理および移動端末ＭＳに割り当
てられた端末番号や加入者ＩＤ、課金情報などのユーザ情報を管理するホームメモリ局Ｈ
ＬＲ（Home Location Register）と、このホームメモリ局ＨＬＲが管理する情報を利用し
て、移動端末ＭＳのルーティング、呼設定・切断、課金などを行う移動交換機ＭＳＣ（Mo
bile Switching Center）、固定電話などの電話網とのインターフェースの役割を担うゲ
ートウェイ交換機ＧＭＳＣ（Gateway Mobile Switching Center）とを備える。この他に
コアネットワークＣＮは、図示しないがインターネットと接続するためのプロトコル変換
を行うパケットゲートウェイＰＧＷ（Packet Gateway）を備える。
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【００１４】
　図２に赤外線リモコンＲＣの構成の一部を示す。この赤外線リモコンＲＣは、制御部１
００と、表示部１０１と、操作部１０２と、赤外線通信部１０３と、記憶部１０４と、Ｓ
ＩＭカードインターフェース（ＳＩＭ－ＩＦ）１０５とを備える。
【００１５】
　表示部１０１は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）などを用いた表示部であって、少
なくともテキスト情報を、ユーザに対して視覚的に示すことを可能としている。操作部１
０２は、キースイッチなどが複数配列されたものであり、ユーザからの要求を受け付ける
ものである。
【００１６】
　赤外線通信部１０３は、赤外線信号を用いて、移動端末ＭＳと通信するものである。記
憶部１０４は、制御プログラムや制御データを記憶するものである。ＳＩＭカードインタ
ーフェース（ＳＩＭ－ＩＦ）１０５は、予め加入者ＩＤが登録され、移動端末ＭＳで用い
られるＳＩＭカードＣが装着され、このＳＩＭカードＣに記憶される情報を読み出すイン
ターフェースである。
【００１７】
　制御部１００は、上記記憶部１０４に記憶される制御プログラムおよび制御データにし
たがって、当該赤外線リモコンＲＣの各部を統括して制御するものである。例えば、その
制御機能の１つとして、ＳＩＭカードインターフェース１０５にＳＩＭカードＣが装着さ
れると、これから加入者ＩＤを読み出すとともに、選択シーケンス番号を発生させ、赤外
線通信部１０３を制御して、上記加入者ＩＤと上記選択シーケンス番号の各情報を赤外線
送信する機能を備える。
【００１８】
　図３に移動端末ＭＳの構成の一部を示す。移動端末ＭＳは、制御部２００と、無線通信
部２０１と、スピーカ２０２と、マイクロホン２０３と、表示部２０４と、操作部２０５
と、赤外線通信部２０６と、ＳＩＭカードインターフェース２０７と、記憶部２０８とを
備える。
【００１９】
　無線通信部２０１は、無線基地局ＢＴＳと無線通信するもので、音声データの送受信や
、ｗｅｂデータに関わる情報の送受信を行うものである。スピーカ２０２は、制御部２０
０から出力される音声信号を拡声出力するものである。マイクロホン２０３は、ユーザの
送話音声を電気信号に変換し、制御部２００に出力する。
【００２０】
　表示部２０４は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）などを用いた表示部であって、テ
キスト情報や画像情報などを、ユーザに対して視覚的に示す。操作部２０５は、キースイ
ッチなどが複数配列されたものであり、ユーザからの要求を受け付けるものである。
【００２１】
　赤外線通信部２０６は、赤外線信号を用いて、赤外線リモコンＲＣなどと通信するもの
である。ＳＩＭカードインターフェース（ＳＩＭ－ＩＦ）２０７は、上記ＳＩＭカードＣ
が装着され、このＳＩＭカードＣに記憶される情報を読み出すインターフェースである。
記憶部２０８は、制御プログラムや制御データを記憶するものである。
【００２２】
　制御部２００は、上記記憶部２０８に記憶される制御プログラムおよび制御データにし
たがって、当該移動端末ＭＳの各部を統括して制御するものであって、無線通信部２０１
を制御して、無線基地局ＢＴＳと無線通信し、音声通信やｗｅｂデータの受信を行ったり
、音声データを復号してスピーカ２０２より拡声出力したり、あるいはマイクロホン２０
３から入力された音声信号を符号化して、送話音声データとして無線通信部２０１に出力
する。
【００２３】
　また制御部２００は、ＳＩＭカードインターフェース２０７に装着されたＳＩＭカード
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Ｃから加入者ＩＤを読み出して、これを無線通信部２０１を通じて送信し、コアネットワ
ークＣＮより正当な加入者であることに認証を受けるための制御を行う。そしてまた制御
部２００は、新たな制御機能として、赤外線通信部２０６を通じて赤外線リモコンＲＣか
ら加入者ＩＤおよび選択シーケンス番号を受信し、これらの情報を用いて、コアネットワ
ークＣＮより正当な加入者であることに認証を受けるための制御機能を備える。
【００２４】
　図４にホームメモリ局ＨＬＲの構成の一部を示す。このホームメモリ局ＨＬＲは、制御
部３００と、通信部３０１と、記憶部３０２とを備える。　
　通信部３０１は、コアネットワークＣＮの回線を通じて、移動交換機ＭＳＣやゲートウ
ェイ交換機ＧＭＳＣと通信するものである。
【００２５】
　記憶部３０２は、制御プログラムや制御データを記憶する他に、移動端末ＭＳの位置情
報や、移動端末ＭＳに割り当てられた端末番号、加入者ＩＤ、課金情報などのユーザ情報
を記憶するとともに、上記加入者ＩＤに対応づけて上記選択シーケンス番号を記憶する。
【００２６】
　制御部３００は、上記記憶部３０２に記憶される制御プログラムおよび制御データにし
たがって、当該ホームメモリ局ＨＬＲの各部を統括して制御するものである。これにより
、移動端末ＭＳの位置情報の管理および移動端末ＭＳに割り当てられた端末番号や加入者
ＩＤ、課金情報などのユーザ情報を管理する。また制御部３００は、新たな制御機能とし
て、移動端末ＭＳから加入者ＩＤと選択シーケンス番号を受信した場合に、記憶部３０２
に記録された情報を参照し、上記受信した選択シーケンス番号が最新のものであると、上
記移動端末ＭＳに対して当該移動通信システムの利用を許可する制御を行う制御機能を備
える。
【００２７】
　次に、上記構成の移動通信システムの動作について説明する。まず、移動端末ＭＳが赤
外線リモコンＲＣから加入者ＩＤの入力を受け付けて、運用を行う場合の動作について説
明する。図５はそのシーケンスを示すものである。
【００２８】
　まずユーザは、ＳＩＭカードＣを赤外線リモコンＲＣのＳＩＭカードインターフェース
１０５に挿入した状態で、操作部１０２を制御し、ＳＩＭカードＣの情報を赤外線送信す
る要求を与える。
【００２９】
　これに対して赤外線リモコンＲＣは、制御部１００が上記要求の発生を検出すると、Ｓ
ＩＭカードインターフェース１０５を通じてＳＩＭカードＣから加入者ＩＤを読み出す。
そして制御部１００は、記憶部１０４に記憶してある選択シーケンス番号ＳＮに「１」を
加算した値を新たな選択シーケンス番号ＳＮとして記憶部１０４に上書き記録する。そし
て制御部１００は、赤外線通信部１０３を制御して、新たな選択シーケンス番号ＳＮと、
ＳＩＭカードＣから読み出した加入者ＩＤを赤外線送信する。
【００３０】
　これに対して移動端末ＭＳは、制御部２００が赤外線通信部２０６を制御して、赤外線
リモコンＲＣから送信される情報の受信を監視している。そして移動端末ＭＳは、赤外線
リモコンＲＣから選択シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを受信すると、制御部２００がこ
れらの情報を記憶部２０８に記録する（ステップＳ５１）。
【００３１】
　そして制御部２００は、ステップＳ５１の赤外線通信を完了すると、上記受信に対して
直ちに応動して、無線通信部２０１を制御して無線基地局ＢＴＳと無線通信し、上記選択
シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを送信して、位置登録要求を行う（ステップＳ５２）。
これに対して無線基地局ＢＴＳは、自局の識別情報と、上記受信した選択シーケンス番号
ＳＮと加入者ＩＤを、基地局制御装置ＲＮＣを介してホームメモリ局ＨＬＲに送信する。
【００３２】
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　ホームメモリ局ＨＬＲでは、通信部３０１を通じて、無線基地局ＢＴＳの識別情報、上
記選択シーケンス番号ＳＮおよび加入者ＩＤを受信すると、制御部３００が記憶部３０２
に記録される情報を参照して、移動端末ＭＳの位置登録を行うべきか否かを判定する（ス
テップＳ５３）。具体的には、記憶部３０２に記憶される情報のうち、上記加入者ＩＤに
対応づけられた選択シーケンス番号ＳＮ０と、ステップＳ５２で無線基地局ＢＴＳから受
信した選択シーケンス番号ＳＮとを比較し、無線基地局ＢＴＳから受信した選択シーケン
ス番号ＳＮの方が大きいか否かを判定する。
【００３３】
　ここでは、移動端末ＭＳから送られた選択シーケンス番号ＳＮは、赤外線リモコンＲＣ
の記憶部１０４に記憶される選択シーケンス番号ＳＮと同じ、最新の選択シーケンス番号
ＳＮであるため、無線基地局ＢＴＳから受信した選択シーケンス番号ＳＮの方が大きいと
判定する。このため、制御部３００は、通信部３０１を制御し、基地局制御装置ＲＮＣお
よび無線基地局ＢＴＳを介して、移動端末ＭＳに対して加入者認証要求を送信する（ステ
ップＳ５４）。
【００３４】
　これに対して移動端末ＭＳは、上記加入者認証要求を無線通信部２０１が受信したこと
を制御部２００が検出すると、制御部２００は、無線通信部２０１を制御して、加入者認
証応答を送信する（ステップＳ５５）。この加入者認証応答は、無線基地局ＢＴＳに受信
されると、基地局制御装置ＲＮＣを介して、ホームメモリ局ＨＬＲに送信される。
【００３５】
　これに対してホームメモリ局ＨＬＲは、記憶部３０２に記憶される情報のうち、ステッ
プＳ５２で受信した加入者ＩＤに対応づけられた選択シーケンス番号ＳＮ０を、上記選択
シーケンス番号ＳＮで上書きするとともに、無線基地局ＢＴＳの識別情報に基づいて、移
動端末ＭＳの位置登録を行う。位置登録情報は、記憶部３０２に記録される。そして、ホ
ームメモリ局ＨＬＲは、通信部３０１を制御して、基地局制御装置ＲＮＣおよび無線基地
局ＢＴＳを介して、移動端末ＭＳに対して、位置登録が完了したことを示す位置登録受付
を送信する（ステップＳ５５）。
【００３６】
　これに対して移動端末ＭＳは、上記位置登録受付を無線通信部２０１が受信したことを
制御部２００が検出すると、制御部２００は、無線通信部２０１を制御して、無線基地局
ＢＴＳから送信される無線信号を受信して、着信の発生を監視するとともに、操作部２０
５を通じたユーザからの発信要求を監視し、待ち受け状態となる（ステップＳ５７）。
【００３７】
　次に、移動端末ＭＳが赤外線リモコンＲＣから加入者ＩＤの入力を受け付けてから、上
記赤外線リモコンＲＣが他の移動端末に加入者ＩＤを送信した後、上記移動端末ＭＳで運
用を行う場合の動作について説明する。図６はそのシーケンスを示すものである。
【００３８】
　移動端末ＭＳは、電源が投入されると、記憶部２０８から選択シーケンス番号ＳＮと加
入者ＩＤを読み出し、無線通信部２０１を制御して無線基地局ＢＴＳと無線通信し、上記
読み出した選択シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを送信して、位置登録要求を行う（ステ
ップＳ６１）。これに対して無線基地局ＢＴＳは、自局の識別情報と、上記受信した選択
シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを、基地局制御装置ＲＮＣを介してホームメモリ局ＨＬ
Ｒに送信する。
【００３９】
　ホームメモリ局ＨＬＲでは、通信部３０１を通じて、無線基地局ＢＴＳの識別情報、上
記選択シーケンス番号ＳＮおよび加入者ＩＤを受信すると、制御部３００が記憶部３０２
に記録される情報を参照して、移動端末ＭＳの位置登録を行うべきか否かを判定する（ス
テップＳ６２）。具体的には、記憶部３０２に記憶される情報のうち、上記加入者ＩＤに
対応づけられた選択シーケンス番号ＳＮ０と、ステップＳ５２で無線基地局ＢＴＳから受
信した選択シーケンス番号ＳＮとを比較し、無線基地局ＢＴＳから受信した選択シーケン
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ス番号ＳＮの方が大きいか否かを判定する。
【００４０】
　ここでは、移動端末ＭＳから送られた選択シーケンス番号ＳＮは、赤外線リモコンＲＣ
の記憶部１０４に記憶される選択シーケンス番号ＳＮよりも古い選択シーケンス番号ＳＮ
であるため、無線基地局ＢＴＳから受信した選択シーケンス番号ＳＮの方が小さいと判定
する。このため、制御部３００は、通信部３０１を制御し、基地局制御装置ＲＮＣおよび
無線基地局ＢＴＳを介して、移動端末ＭＳに対して位置登録要求を送信して、選択シーケ
ンス番号ＳＮおよび加入者ＩＤの再送を要求する（ステップＳ６３）。
【００４１】
　これに対して移動端末ＭＳでは、無線通信部２０１が上記位置登録要求を受信したこと
を制御部２００が検出し、位置登録が失敗したことを認識する。そして、制御部２００は
、表示部２０４を通じて、ユーザに対して、ＳＩＭカードＣのＳＩＭカードインターフェ
ース２０７への挿入や、赤外線リモコンＲＣによる加入者ＩＤの再入力を要求する表示を
行い、ＳＩＭカードＣの挿入か、赤外線リモコンＲＣによる加入者ＩＤの再入力を待機す
る。
【００４２】
　上記表示を見たユーザは、ＳＩＭカードＣを赤外線リモコンＲＣのＳＩＭカードインタ
ーフェース１０５に挿入した状態で、操作部１０２を制御し、ＳＩＭカードＣの情報を赤
外線送信する要求を与える。
【００４３】
　これに対して赤外線リモコンＲＣは、制御部１００が上記要求の発生を検出すると、Ｓ
ＩＭカードインターフェース１０５を通じてＳＩＭカードＣから加入者ＩＤを読み出す。
そして制御部１００は、記憶部１０４に記憶してある選択シーケンス番号ＳＮに「１」を
加算した値を新たな選択シーケンス番号ＳＮとして記憶部１０４に上書き記録する。そし
て制御部１００は、赤外線通信部１０３を制御して、新たな選択シーケンス番号ＳＮと、
ＳＩＭカードＣから読み出した加入者ＩＤを赤外線送信する。
【００４４】
　これに対して移動端末ＭＳは、制御部２００が赤外線通信部２０６を制御して、赤外線
リモコンＲＣから送信される選択シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを受信し、これらの情
報を記憶部２０８に記録する（ステップＳ６４）。
【００４５】
　そして制御部２００は、ステップＳ６４の赤外線通信を完了すると、無線通信部２０１
を制御して無線基地局ＢＴＳと無線通信し、上記選択シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを
送信して、位置登録要求を行う（ステップＳ６５）。これに対して無線基地局ＢＴＳは、
自局の識別情報と、上記受信した選択シーケンス番号ＳＮと加入者ＩＤを、基地局制御装
置ＲＮＣを介してホームメモリ局ＨＬＲに送信する。
【００４６】
　ホームメモリ局ＨＬＲでは、通信部３０１を通じて、無線基地局ＢＴＳの識別情報、上
記選択シーケンス番号ＳＮおよび加入者ＩＤを受信すると、制御部３００が記憶部３０２
に記録される情報を参照して、移動端末ＭＳの位置登録を行うべきか否かを判定する（ス
テップＳ６６）。具体的には、記憶部３０２に記憶される情報のうち、上記加入者ＩＤに
対応づけられた選択シーケンス番号ＳＮ０と、ステップＳ５２で無線基地局ＢＴＳから受
信した選択シーケンス番号ＳＮとを比較し、無線基地局ＢＴＳから受信した選択シーケン
ス番号ＳＮの方が大きいか否かを判定する。
【００４７】
　ここでは、移動端末ＭＳから送られた選択シーケンス番号ＳＮは、ステップ６４で入力
された最新の選択シーケンス番号ＳＮであるため、無線基地局ＢＴＳから受信した選択シ
ーケンス番号ＳＮの方が大きいと判定する。このため、制御部３００は、通信部３０１を
制御し、基地局制御装置ＲＮＣおよび無線基地局ＢＴＳを介して、移動端末ＭＳに対して
加入者認証要求を送信する（ステップＳ６７）。
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【００４８】
　これに対して移動端末ＭＳは、上記加入者認証要求を無線通信部２０１が受信したこと
を制御部２００が検出すると、制御部２００は、無線通信部２０１を制御して、加入者認
証応答を送信する（ステップＳ６８）。この加入者認証応答は、無線基地局ＢＴＳに受信
されると、基地局制御装置ＲＮＣを介して、ホームメモリ局ＨＬＲに送信される。
【００４９】
　これに対してホームメモリ局ＨＬＲは、記憶部３０２に記憶される情報のうち、ステッ
プＳ６５で受信した加入者ＩＤに対応づけられた選択シーケンス番号ＳＮ０を、上記選択
シーケンス番号ＳＮで上書きするとともに、無線基地局ＢＴＳの識別情報に基づいて、移
動端末ＭＳの位置登録を行う。位置登録情報は、記憶部３０２に記録される。そして、ホ
ームメモリ局ＨＬＲは、通信部３０１を制御して、基地局制御装置ＲＮＣおよび無線基地
局ＢＴＳを介して、移動端末ＭＳに対して、位置登録が完了したことを示す位置登録受付
を送信する（ステップＳ６９）。
【００５０】
　これに対して移動端末ＭＳは、上記位置登録受付を無線通信部２０１が受信したことを
制御部２００が検出すると、制御部２００は、無線通信部２０１を制御して、無線基地局
ＢＴＳから送信される無線信号を受信して、着信の発生を監視するとともに、操作部２０
５を通じたユーザからの発信要求を監視し、待ち受け状態となる（ステップＳ７０）。
【００５１】
　以上のように、上記構成の移動通信システムでは、移動端末ＭＳは、ＳＩＭカードＣを
装着することなく、赤外線リモコンＲＣから赤外線送信された加入者ＩＤを用いて、ネッ
トワークに対して認証を求め、これに対してホームメモリ局ＨＬＲは、上記加入者ＩＤに
基づいて移動端末ＭＳが正当なユーザによって運用されているかを判断し、位置登録処理
を行うようにしている。
【００５２】
　したがって、上記構成の移動通信システムによれば、移動端末ＭＳへのＳＩＭカードＣ
の着脱が不要であるため、ＳＩＭカードＣや移動端末ＭＳのインターフェースの接点摩耗
の心配が無く、またユーザも移動端末を赤外線送信で使い分けられるので利便性の高い。
【００５３】
　また赤外線リモコンＲＣでは、加入者ＩＤを送信するたびに、その送信の新旧を識別す
るための選択シーケンス番号ＳＮを発行するようにし、ホームメモリ局ＨＬＲは、上記加
入者ＩＤと選択シーケンス番号ＳＮを対応づけて管理し、最新の選択シーケンス番号ＳＮ
が付加された加入者ＩＤを用いる移動端末ＭＳに対してのみ位置登録を行うようにしてい
る。このため、複数の移動端末が同時に運用されることが防止できる。
【００５４】
　なお、この発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素を適宜組み合わせることによって種々の発明を形成できる。また例
えば、実施形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削除した構成も考えられ
る。さらに、異なる実施形態に記載した構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００５５】
　その一例として例えば、赤外線リモコンＲＣは、１つのＳＩＭカードＣを装着できる構
成としたが、これに限定されるものではなく、複数のＳＩＭカードＣを同時に装着できる
ように複数のインターフェースを備え、複数のＳＩＭカードＣのうち、操作部１０２を通
じて使用するＳＩＭカードＣをユーザが任意に選択し、これに応動して対応するインター
フェースを通じて加入者ＩＤを読み出すようにしてもよい。
【００５６】
　なお、この場合、赤外線リモコンＲＣには、操作部１０２に各インターフェースに対応
するスイッチをそれぞれ設けておき、操作されたスイッチに対応するインターフェースが
ＳＩＭカードから情報を読み出し、これを赤外線送信するようにすることで、ユーザは簡
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易な操作で複数のＳＩＭカードから所望のカードを選択的に利用できる。
【００５７】
　また上記実施の形態では、識別情報送信装置として赤外線リモコンＲＣを例に挙げたが
これに限定されるものではない。例えば赤外線通信に限らず、Bluetooth（登録商標）や
、無線ＬＡＮなどによって識別情報送信装置と移動端末ＭＳが通信し、加入者ＩＤと選択
シーケンス番号ＳＮをやり取りするようにしてもよい。　
　その他、この発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を施しても同様に実施可能であ
ることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】この発明に係わる移動通信システムの一実施形態の構成を示す図。
【図２】図１に示した移動通信システムで用いられる赤外線リモコンの構成を示す回路ブ
ロック図。
【図３】図１に示した移動通信システムで用いられる移動端末の構成を示す回路ブロック
図。
【図４】図１に示した移動通信システムで用いられるＨＬＲの一部の構成を示す回路ブロ
ック図。
【図５】図１に示した移動通信システムの動作を説明するためのシーケンス図。
【図６】図１に示した移動通信システムの動作を説明するためのシーケンス図。
【符号の説明】
【００５９】
　１００…制御部、１０１…表示部、１０２…操作部、１０３…赤外線通信部、１０４…
記憶部、１０５…ＳＩＭカードインターフェース、２００…制御部、２０１…無線通信部
、２０２…スピーカ、２０３…マイクロホン、２０４…表示部、２０５…操作部、２０６
…赤外線通信部、２０７…ＳＩＭカードインターフェース、２０８…記憶部、３００…制
御部、３０１…通信部、３０２…記憶部、ＢＴＳ…無線基地局、Ｃ…ＳＩＭカード、ＣＮ
…コアネットワーク、ＧＭＳＣ…ゲートウェイ交換機、ＨＬＲ…ホームメモリ局、ＭＳ…
移動端末、ＭＳＣ…移動交換機、ＲＡＮ…無線アクセスネットワーク、ＲＣ…赤外線リモ
コン、ＲＮＣ…基地局制御装置。
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